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～メタボ撃退！健康回復！！～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

BEFORE      １年間で－１６ｋｇ     AFTER 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

グループ名 西部グループ 
所属          名前 
 四 万 十 市 総務課    有 光   浩   
 本 山 町 総務課    田 岡   明   
 中 土 佐 町 税務課    岩 瀬  和 廣  
 土佐清水市 企画広報室  二 宮  真 弓  
 四 万 十 市 農林課    伊与田  恭 子  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼事業の必要性（事業選択の背景） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １ 高知県が危ない！！  

(1) 成人男女のメタボ率は男性、女性共に全国的に非常に高い位置にあります。 

   『男性』 重症メタボ率 全国ワースト４位 (3.4％) 

   『女性』 通常メタボ率 全国ワースト７位 (4.7％) 

（社会保険庁：平成 16 年度生活習慣病予防検診） 

 (2) 県民一人当たりの年間医療費の平均額は、全国平均より８万円も高く、全国で３番目の高額

となっています。 

    高知県 約 323,000 円 全国平均 約 243,000 円   (財務省：国庫歳入歳出状況) 

 (3) 生活習慣病による年間死亡者数(10 万人あたり)は、全国で３番目に多い状態です。 

 高知県 641 人 全国平均 497 人               (厚生労働省：人口動態調査) 

 ２ 子供が危ない！！  

  (1) 全国的に肥満傾向児率が増加（30 年で約 1.6 倍、12 人に１人が該当）しています。 

                      

 

  (2) 県内の肥満傾向児率は、他都道府県と比較しても非常に高く、特に第２次成長期（10～12 歳）

における率が非常に高くなっています。 

『10歳』 全国ワースト７位  (13.05％) 

『11歳』 全国ワースト19位 （11.70％） 

『12歳』 全国ワースト８位 （14.31％） 

                      （文部科学省：平成18年度学校保健統計調査） 

  ３ 市町村が危ない！！  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食の欧米化 
（高脂肪、高カロリー） 
⇒栄養の過剰摂取 

自家用車の普及、公共交
通網の整備 
⇒慢性的な運動不足 

国が豊かになり、我慢す
る機会が減少 
⇒忍耐力・持続性の低下 

全国的なメタボ人口の増加 
40 歳から 74 歳：男性は２人に１人、女性は５人に１人がメタボリックシンドローム（内蔵脂
肪症候群、以下メタボ）該当者または予備軍 

1977 年 約５％ 2006 年 約８％

厚生労働省の目標：メタボ率を平成 24 年度末までに 10％減、27 年度末までに 25％減 

メタボ率の減少率等の達成率に応じた金銭的ペナルティが保険者(市町村)に課される 

保険者(市町村)は、結果が伴う取り組みを「被保険者」に対して早急に行う必要がある 

県内の国保加入者数は全住民の約 42％である。その他の住民への働きかけも必要がある 

【果たすべき責務】 
まち（住民）全体が健康意識を持って生き生きとした生活を送れるようにする 
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▼事業の内容 

「日常生活に運動を取り入れ、元気・健康になりたい。」「運動、スポーツに関心はあるが、時間がなく

てなかなか始められない。」等、健康を維持するための手段として、スポーツへの関心が高まっています。

しかし、「お金がない。時間がない。体力がない。」等の理由で、運動にあと一歩踏み出せない住民が数多

く存在しています。そのような状況の中で本事業では、お金をかけることなく、少ない時間でだれでも気

軽に始めることができ、ダイエットにも有効な有酸素運動の代表とされる「ジョギング」を取り入れて、

住民が気軽に運動やスポーツに参加する機会を創出するとともに、「住民モニター制度」を活用して、メタ

ボ予備軍とされる住民を健康的な心と体に回復させることをサポートします。 
▼事業の手順（今後の事業展開） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ジョギングのまちづくり」宣言 

記念イベントの開催(ﾏﾗｿﾝ大会) 

モニター制度の導入・調査 

メタボ予備 

群の選定！ 

各種定例イベント(年４回)の開催 

・行政並びに関係者(住民、団体、スポーツクラブ、企業など)が一

体となった連携・協働による「健康のまちづくり運動」を推進し

ていくため、関係者一同が宣言文を声高らかに宣言し、その内容

を住民に啓発します。 

・年１回の定例行事として今後に根付かせていくため、体育の日を

「ジョギングの日」と指定し、健康マラソン大会等の関連イベン

トを実施して、ジョギングへの参加の機会を創出します。 

・参加者のエントリー時に、ＢＭＩ数値等を調査し、一定基準を超

える参加者を「健康増進モニター」として選定します。 

・ メタボ予備群と判定された住民については、「健康増進モニター」

制度への協力を要請し、定期的にジョギングを実施してもらい、

体力の増進に取り組みます。 

・ジョギング講習会や市民対抗駅伝大会等の開催を通じて、ジョギ

ング仲間が気軽に集える機会を創出します。 

・健康増進モニターについては、ＢＭＩ数値や体力測定などで効果

の検証を図り、定期的なフォローアップ活動を通じて、ジョギン

グの定着化を支援します。 ジョギング定着化！＝メタボ解消！ 

NO 

YES 

■■ ジョギングのまちづくり宣言文 ■■ 

 私たち○○市民は、美しい景観と四季のおりなす豊かな自然に恵まれた環境の中で、「住民がジョギン

グを通じてともに健康で豊かに暮らせるまち」を目指し、地域の子供からお年寄りまでが「生涯健康」

を合言葉に連携の輪を広げ、心身ともに健康で活力あふれる○○市を築くため、ここに「ジョギングの

まちづくり」を宣言し、次のとおり行動します。 

 １．自然とふれあいながら、ジョギングにつとめ、健康な心と体をつくります。 

 １．「栄養」「運動」「休養」のバランスのとれた健康生活を築きます。 

 １．ジョギングを幅広い世代や地域に広め、健康で活力あるまちづくりをすすめます。 
 

日本初 
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▼事業の実効性 

ジョギングは他のスポーツと比べると、初期投資・必要人数・場所等の点において非常に取り組みが

容易であることや、すでに日常的に個人でジョギングを実施・継続している人も多いことから、イベン

トへの参加者の人数も一定人数の確保が可能です。 
また、イベントの実施が競技人口の増加に繋がれば、地域住民の交流機会の増加や世代間交流への影

響もあり、地域コミュニティーの活性化が期待できます。 
さらには、運動の継続的な実施によって、住民に対して運動の必要性を感じる機会が増えることとな

れば、活力のある人材が増加し、将来的には行政の医療費負担の軽減にも繋がると考えられます。 
 
 
▼予算 

（予算については、初年度を想定） 
  ○ 歳入 金  額 ○ 歳出 金  額 

助成金 

（スポーツ財団・ｔｏｔｏ等） 

275,000 円 大会運営関係費用 

（広告費・参加賞等） 

300,000 円 

スポンサー収入 200,000 円 モニター制度関係費用 

（通信費・郵送料等） 

120,000 円 

講習会費用（謝金等） 80,000 円 その他  75,000 円 

その他 50,000 円 

合   計 550,000 円 

 

合   計 550,000 円 

＊交通整理等必要な場合は、ボランティアや助成金でまかなう。 
 

▼費用対効果 

厚生労働省の調査（平成１７年度国民医療費の概況について）によると、生活習慣病の人とそうでな

い人の１人あたりの医療費には「８１，７００円」の差があります。 

生活習慣病の原因であると言われるメタボを改善することにより、住民はもとより、行政側の医療費

負担も大きく軽減されます。 

高知県のメタボ該当者の割合により、仮に、四万十市において該当者を算出すると、人口約３８，０

００人（平成１７年国勢調査）に対し３，３００人程度と想定されます。厚生労働省により策定された

平成２７年度までのメタボ対象者の削減目標は２５％であり、四万十市においては８００人以上の生活

改善が必要です。 

この８００人の生活改善に成功した場合、先述の１人あたりの医療費の差を考えれば、年間６，５０

０万円の医療費の削減に繋がることとなり、医療費負担の削減という点で非常に大きな効果が得られる

と思われます。また、最近の研究では、「標準体重の男性が２０kg 太ると、糖尿病や高血圧になりやすく

なり、年間医療費が２．５倍から１．３倍に跳ね上がる」との推計も発表されており、医療費削減額に

ついては、この試算よりもさらに大きな金額となる場合も考えられます。 
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▼事業の推進に向けて 

☆ 日程計画 

初    年   度 
手     順 

10～12 月 1～3 月 4～6 月 7～9 月 
２～４年目 ５年目 

『ジョギングのまちづくり』宣言      

『ジョギングの日』制定      

年一回のイベント      

（健康マラソン大会・講習会等）      

健康増進モニターによる調査      

 

継続実施 

推進委員会の設置       

 ☆推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

▼まとめ 

国は、平成２０年度より特定健診制度を各健康保険者に義務付ける、あるいは、メタボ率の減

少率のいかんによって、後期高齢者支援金を決定するという施策を決定しました。 

また、私たちの生活の中においては、人と人とのつながり（コミュニティ）の希薄化、あるい

は、モノが豊かになった現代、健康的な心と体を作る環境（機会）を求める人々が増加していま

す。これらの課題を克服していくため『ジョギング』は効果的な一つの手段であり、この『ジョ

ギング』を定着化させていくために、『ジョギング』によるまちづくりは効果特大です。 

 
 
 
 
 

１年～４年 ５年 

市  長 

庁内委員会（担当課長） 

庁内プロジェクトチーム 

『ジョギングのまちづくり』 

即、事業化するべきです 

健康福祉課 

国保担当課 

スポーツ振興課 

学校教育課 

企画広報室 

推進委員会 

少年スポーツチーム 

 

小・中学校 

 

ジョギング愛好会 

 

社会スポーツクラブ 

 

民間企業 

連携 

事業の協賛 

事業の提案 

協力 
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